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Ⅰ はじめに 

１ 手引き作成にあたって 

医療と介護の切れ目がなく、誰もが安心して在宅療養ができる君津圏域を目指して、

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市（以下「君津四市」と言います）では医療・介護の

多職種で構成する「在宅医療・介護連携推進協議会」を設置し、在宅医療・介護連携の推

進について取組んでいます。 

その中で、令和２年度から君津木更津医師会が中心となり、千葉県の補助を受けてICT

情報共有システムを導入いたしました。患者・利用者の状態の変化等に応じ、在宅医療を

行う保険医療機関や介護保険事業所等の間で速やかな情報共有体制の構築を進めていま

す。 

本「手引き」は、ICT 情報共有システムを適切に利用できるよう、必要事項等をまとめ

たものです。作成にあたり、医師会及び君津四市で検討を重ねました。医療・介護の専門

職の皆様が、先ずは使用してICT情報共有システムの連携で効果を感じ、生き生きと仕事

ができる一助になること、そして、患者・利用者の希望する療養生活に寄与することを期

待するものです。 
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Ⅱ システムの概要 

１ 導入システム 

帝人ファーマ株式会社「バイタルリンク」 

 

２ システムの設計と体制 

 

名称 詳細(参加者) 

Ｓ管理者 君津木更津医師会 

行政等管理者 君津四市行政または地域包括支援センター 

管理者 月額利用料を個別に支払っている各医療・介護機関等 

利用者 医師、歯科医師、訪問看護師、薬剤師、介護支援専門員 、ホームヘ

ルパー、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、栄養士など保険医療

機関、訪問看護ステーション、介護保険事業所等 

居宅療養者 居宅で療養している人 

（訪問診療や往診を受けている人、入退院カンファレンスが必要な

人、慢性疾患や悪性新生物等で多職種でのケアが必要な状態の人等

に限ります） 

  

 
Ｓ管理者(君津木更津医師会) 帝人ファーマ株式会社 

行政等管理者 

管理者 

居宅療養者 

利用者(居宅療養者に関わる医療機関・訪問看護ステーション、介護保険事業所等) 

【電子証明】 
共
有 

状
況
に
よ
り
登
録 

利用申込 登録 

契約 

発行 

発行 

指定 

同意書を取得 

同意書を取得 

利
用
申
込 

登
録 
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３ システム利用者 

保険医療機関・訪問看護事業所・介護保険事業所に所属している者。その他、Ｓ管理者

が利用の必要があると認めた者。アカウントの設定は、施設でも個人でも可能。 

アカウント例 メリット デメリット 

施設で１つ 複数のスタッフが同じアカウント

で情報共有が可能になる 

１人が「既読」すると、他のスタッ

フが確認できない可能性がある 

施設で複数 「医師」「看護師」「事務」等の職種

でアカウントを分けることで、誰

が確認したかのかが分かる 

管理者は、１つの施設で 複数のア

カウントを招待する必要がある 

個人で 自分宛ての書き込みが認識しやす

い 

書き込みや連絡が来ているか等の

確認を１人で行う必要がある 

 

４ セキュリティについて 

厚生労働省発行の医療情報システムの安全管理に関して記載した最新版のガイドライ

ンが要求する「2 要素認証」※1に準拠したシステム。さらに SSL/TLS 通信 ※2によって

セキュリティを確保。 

※1「2要素認証」：電子証明書とアカウント ID ・パスワード入力 

※2「SSL/TLS通信」：相手を相互に認証した上で、情報を暗号化、署名を施して、盗聴、改

ざん、成りすましを防止します。 
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Ⅲ 必要な設備・要件及び費用負担 

１ 必要な設備と要件 

システムを利用するためのパソコンやタブレット端末は、システム利用者（事業者）

が準備をしてください。その際、個人の私的端末・スマホ等の使用（BYOD）は原則として

避けてください。医療・介護業務用に供する端末を機種認証のうえ使用します。 

※BYOD＝Bring your own deviceを避けることは、医療情報システムの安全管理に関し

て記載した最新版のガイドラインに規定されています。単独端末で公私が完全に分離でき

る場合は例外です。 

 

２ システム利用に係る動作環境 

（１）タブレット、スマートフォン、パソコン及びそれらが接続可能なインターネット環

境動作環境は次のとおりです。 

・Ａndroidタブレット、スマートフォン用アプリの動作環境 

帝人ファーマ株式会社が発行する、最新版の「バイタルリンク サービス仕様書」

をご確認ください。 

 

・iPad、iPhone用アプリの動作環境 

帝人ファーマ株式会社が発行する、最新版の「バイタルリンク サービス仕様書」

をご確認ください。 
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・ブラウザ（パソコン、iPadの動作環境） 

帝人ファーマ株式会社が発行する、最新版の「バイタルリンク サービス仕様書」

をご確認ください。 

 

（２）バイタルを測定するための医療機器 

バイタルデータの登録は、手入力での登録に加えて、次表のNFC搭載の医療機器では

NFC搭載のタブレットあるいはスマートフォンにかざしてバイタルを登録することが可

能です。NFC対応機種の一覧は、帝人ファーマ株式会社が発行する、最新版の「バイタ

ルリンク サービス仕様書」をご確認ください。 

 

３ 費用負担 

〇「（行政等）管理者」は、費用負担が発生します。 

〇「利用者」は、費用負担はありません。 

〇インターネットの回線使用料及びインターネット環境を維持するための費用は、システ

ム利用者の負担になります。 
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Ⅳ 利用手順 

１ 運用開始までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①システムの利用を希望する管理者や利用者は「君津圏域多職種連携情報共有システム利

用申込書・誓約書(書式１－①(管理者用)または様式２－①(利用者用))」を行政等管理者

に提出する。 

※アカウントの設定は、個人での設定もできますので、ご相談ください。 

②行政等管理者は提出書類を受付け・審査し、アカウントIDと初期パスワードを発行し、

システム提供者の帝人ファーマ株式会社へフォロー依頼を行う。 

③帝人ファーマ株式会社はシステムの利用者を希望する管理者や利用者の機器に、電子証

明書を発行し、端末設定のサポートや操作説明を行う。 

 

利用申込書・誓約書 

【書式●】 

受付・審査 

↓ 

アカウント ID・ 

初期パスワード 

受領 

居宅療養者 利用者 

事業所等 

行政等管理者 

市・包括 

Ｓ管理者 

医師会 

システム提供者 

帝人ファーマ株式会社 

君津圏域多職種 

連携情報共有 

システム 

(バイタルリンク)

紹介 

電子証明書の発行 

端末設定サポート・操作説明 

利用申込書・ 

誓約書 

【書式１－①】 

受付・審査 

↓ 

アカウント ID・ 

初期パスワード 

受領 

受付・審査 

↓ 

アカウント ID・ 

初期パスワード 

発行(原本保管) 

受付・審査 

↓ 

アカウント ID・ 

初期パスワード 

発行(原本保管) 

利用申込書・ 

誓約書 

【書式２－①】 

フォロー依頼 

フォロー依頼 

共
有 

 

行政等管理者と 

情報共有 

必要に応じ管理者

アカウントの詳細

を照会 

有
償
で
各
事
業
所
等
が
管
理
者 

ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
す
る
場
合 

利用申込書・ 

誓約書 

【書式２－①】 
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２ 運用中の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）居宅療養者の部屋の作成 

①管理者または利用者は個人情報の取り扱いについて、本人や家族等に「君津圏域在宅医

療介護連携ＩＣＴネットワーク説明書（書式３）」を用いて説明し、「君津圏域在宅医療

介護連携ＩＣＴネットワーク利用および個人情報取り扱い同意書（書式４）」を取得す

る。 

②行政等管理者は、上記の同意書をＳ管理者が確認できるようシステムに添付する。 

③行政等管理者はシステムに「居宅療養者の部屋」を作成し、連携が必要な利用者を招待

して情報共有を開始する。 

④主治医以外が管理者となる場合は、利用者として主治医を招待する。 

市・包括 

Ｓ管理者 

医師会 

システム提供者 

帝人ファーマ株式会社 

利用者 

事業所等 

居宅療養者 

「居宅療養者の

部屋」作成 

(同意書の原本

は管理者が 

保管) 

在宅医療介護 

連携ICT ネッ

トワーク説明書 

【書式３】 

個人情報 

取り扱い 

同意書 

【書式４】 

必要に応じ 

状況確認 

問合わせ 

サポート 

依頼 

問合わせ対応 

連携構築サポート 

居宅療養者の部屋とは別に意見交換や質問を行える部屋 

管理者が希望者を招待 

みんなの部屋 

説
明 

招
待 

情
報
共
有 

同意書【書式４】

の写しをシステ

ム上で確認 

行政等管理者 
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※主治医がバイタルリンク未導入、または医療機関の都合で導入できない場合において

は、この限りではない。主治医不在の多職種(薬剤師、訪問看護、ケアマネ等)のみで「居

宅療養者の部屋」を作成し、連携が必要な利用者を招待して、情報共有を開始する。 

 

（２）居宅療養者の部屋の閉鎖 

管理者は、部屋の利用を行う必要が無くなった場合は、速やかに部屋を閉鎖する。

（閉鎖した部屋でも、システムのデータが完全に消去されることはありません。） 

 

（３）「みんなの部屋（全体連絡版など）」の利用 

居宅療養者の部屋とは別に、意見交換や質問を行える部屋、研修会等の案内の部屋、

災害時に役立つ部屋を設置しています。希望される方はどなたでも参加いただけます。 

「みんなの部屋」への参加を希望する場合や、新たな部屋の作成を希望する場合は、

君津四市行政または包括の管理者へご連絡ください。 

「みんなの部屋」は、医療・介護関係者が活用するものであり、私的な目的のために

作成することはできません。 
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３ システム利用の変更や中止 

（１）変更 

システムの利用について変更する場合は、君津圏域多職種連携情報共有システム利用

変更申請書（書式１－②管理者用）または書式２－②（利用者用））を管理者に提出す

る。 

 

（２）中止 

①システムの利用を中止する場合は、君津圏域多職種連携情報共有システム利用中止申請

書（書式１－③（管理者用）または書式２－③（利用者用））をＳ管理者に提出する。 

②Ｓ管理者は帝人ファーマ株式会社と協力し、アカウントの停止作業等を行う。 

 

４ 掲示板の利用 

全てのシステム利用者に周知を行う場合は、掲示板を活用いただけます。 

 

 

５ メール機能の利用 

利用者間のメールのやりとりができます。メール機能の利用については、ファイル共有内

オプションマニュアルの中に利用者間操作マニュアルが掲示されておりますので、ご確 

認ください。（初期設定が必要になります。） 

掲示板の作成方法は、ここをクリックし「ポータル機能

操作方法」マニュアルをご覧ください 
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６ Zoom の利用 

バイタルリンク上でオンラインＷｅｂ会議の予約・参加が可能です。 

  参加者への開催案内メールを自動で送信 

  カレンダー上から会議の予約・参加が可能 

 

（１）活用例 

  サービス担当者会議（ご家族、居宅療養者はケアマネジャー等と同席し参加） 

  退院時のカンファレンス 

  看護師の訪問時にＷｅｂ会議システムを利用して診療を行う 

  再入院時のカンファレンス 

 

（２）利用上の注意 

・Ｗｅｂ会議の作成を行う場合はZoomアカウントの取得をお願いします。 

※Zoomを検索しホームページから作成。会議への参加をするだけであれば不要です。 

・会議時間の上限や参加人数、その他仕様はZoomのアカウントによって変わります。 

（無料アカウントの場合→参加人数：100人まで。時間制限：3人以上の場合は40分。） 

・スマートフォンやタブレットで使用される場合は事前にZoomアプリのインストールをお

願いします。 

※ＡppleＳtore，GoogleＰlayを開き「Zoom」で検索してください。 

  

ここをクリック 

32



 

①カレンダーマークをクリック 

 

 

②Ｗｅｂ会議の予定を登録 

 

 

③Ｗｅｂ会議の当日は、鉛筆マークをクリック 

 

 

 

ここをクリック 

ここをクリック 
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④Ｗｅｂ会議に参加をクリック 

 

  

ここをクリック 
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Ⅴ 書き込み方法、ポイントやエチケットについて 

１ 特徴 

（１）連絡帳の書き込みについて 

書き込みをするには、鉛筆マークをクリックすることで入力することができます。 

タイムライン形式で分かりやすく、ファイル添付することで、効率化が図れます。 

たとえば、褥瘡等の創傷の状態を写真添付したり、千葉県地域生活連携シート等の情

報連携シートや検査データ、処方箋も添付できます。 

（Jpeg、PDF、Ｗordファイル、Excelファイル、PowerPointファイルの利用可能。） 

 

 

 

 

・多職種で共有したい身体面や精神面の状態の変化。 

・サービス担当者会議の日程調整。新規サービス導入での注意点等の質問。 

・サービス内容の変更。（例えば、配食サービスの曜日変更も大切な情報です。） 

・追加になった処置方法。また、処置方法に関する質問。 

さらに、その後の状態を各職種が書き込むことで、多職種で経過が共有できます。 

・薬の変更は、名称、用法、副作用を記載。 

「朝食後の薬が○月○日から変更」等の具体的な書き込みは、他職種のケアに役立ちます。 

・訪問看護師からの排便コントロールの対応報告。 

・ご本人の意向を表す言葉。（例えば、「家で猫と最期まで暮らしたい。入院はいやだ。」） 

※緊急性の高い情報は電話対応で。多職種で共有したいことや、急ぎではない質問や伝えておき

たいことはシステムで。場合に応じて使い分けてご活用ください。 

書き込みの内容の例 

ここをクリック 
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（２）バイタルの一元管理と対応ポイントの共有 

多職種のデータを一元化し経時的な変化が捉えやすくなり、タイムリーなケアに活か

せます。基本情報や観察してほしい項目を多職種間で共有し、状態悪化の早期発見に役立

ちます。 
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（３）カレンダー機能でサービス内容等を共有 

訪問診療や介護保険サービスの予定をカレンダー形式で共有できます。 

カレンダーを確認することで、バイタルのチェックや連絡帳への投稿も確認できま

す。 

 

 

（４）薬の情報を共有 

処方箋や薬剤情報提供書等を写真で登録することも可能です。 

 

  

××××× 
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２ 書き込みのポイント 

（１）メッセージを伝える対象・要件が伝わるように記入しましょう。 

タイトルや本文の最初だけで、伝えたいことや返信すべきかどうか、誰からの返信が

ほしいか分かるようにしましょう。 

客観的事実を端的に伝えます。 

 

（２）あいさつ文などを入れずに端的に要件を記載しましょう。 

あいさつや前置き等をせず、端的に伝えるべき要点へ入ります。 

略語は使用せず、専門的用語は分かりやすく、多職種が理解できるように配慮しま

す。 

情報開示請求があった場合、本人や家族へ開示する可能性もあることに配慮します。 

 

３ 書き込みのエチケット 

システムへの書き込みは、利用者の皆様の自覚とマナーに基づく節度あるご利用を前

提としておりますが、登録者や意見交換の活発化に伴い、以下をご留意くださいますよう

お願いいたします。 

詳しくは「君津圏域医療・介護多職種連携エチケット集」をご覧ください。 

（１）誹謗・中傷・見た人が不快になる書き込みはやめましょう。 

（２）権利を侵害するような書き込みはやめましょう。（著作権者・肖像権者の承諾が得

られていない文書・画像を投稿しないでください。また、本やサイトからの引用な

ど、自分のオリジナルでない文章を無断で投稿することもやめてください。文章を引

用する必要がある場合は、著作権法上の引用ルールを守ってご投稿ください。） 

（３）投稿する前に、記載内容や情報の信ぴょう性などに関して、再度確認しましょう。

（活字によるコミュニケーションは、時として、本人の意図するものとは違った内容

で読み取られるケースがあります。書き込みの前に、読み直してからの掲載をお勧め

します。）  
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Ⅵ 個人情報の取り扱い方針 

この方針は、医療・介護業務に携わる医師、看護師、薬剤師、介護支援専門員等の関

係者が、居宅療養者の診察、介護等に関わる個人情報の取り扱いについて、君津圏域多職

種連携情報共有システム（バイタルリンク）を利用する際に遵守し、適切に管理するため

に必要な事項を定めています。 

「改正個人情報保護法」、厚生労働省発行の医療情報システムの安全管理に関して記

載した最新版のガイドライン、医療介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いに

ついて記載したガイダンス、個人情報の保護に関する法律等に準拠し、遵守することを前

提とします。 

 

１ 個人情報とは 

生存する個人に関する情報であって、氏名、生年月日、その他の記述により特定の個

人を識別することができるものです。（居宅療養者の氏名が書かれたメモ等も個人情報に

該当します。） 

 

２ 君津圏域多職種連携情報共有システムの管理者及び責務 

君津圏域多職種連携情報共有システム（バイタルリンク）の地域内利用にかかるＳ管

理者は、君津木更津医師会であり、行政等管理者は木更津市、君津市、富津市及び袖ケ浦

市の行政または地域包括支援センター（以下「行政等管理者」と言います）であり、本シ

ステム利用に係る管理権限と責務を有する。 

 

３ システム利用の承認 

システム利用者は、君津圏域多職種連携情報共有システム利用申込書・誓約書（書式

１－①（管理者用）または書式２－①（利用者用））をＳ管理者または行政等管理者に提

出し、利用に関する所定手続きを行う。 

・Ｓ管理者または行政等管理者は帝人ファーマ株式会社と協力し、下記の事項を遵守し個

人情報を適切に管理できるシステム環境の確認を行う。 

・Ｓ管理者または行政等管理者はシステムの利用に際し、適切なアカウントID及び初期パ

スワードの発行を行う。 
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・システム利用者の端末がBYODを避け適切な端末認証を得たものの利用となるよう依頼す

る。 

・医療及び介護サービス関係者が居宅療養者の個人情報を共有することの取り扱いについ

て、本人あるいは家族等からの説明に基づく同意を得ているか確認する。（「君津圏

域在宅医療介護連携ＩＣＴネットワーク利用および個人情報取り扱い同意書（書式

４）」の確認。） 

 

４ システムを利用する全ての者（事業者）の責務 

Ｓ管理者、管理者、利用者は、個人情報取扱事業者としての法令及び厚生労働省発行

の医療情報システムの安全管理に関して記載した最新版のガイドライン、さらに総務省等

が発行するクラウドサービス事業者が医療情報を取り扱う際の安全管理に関して記載した

最新版のガイドライン等に定める下記に関する事項について遵守しなければならない。 

 

（１）利用目的の特定 

システム利用者が個人情報を取り扱うにあたっては、その利用目的の範囲について医

療・介護サービスを担当する事業者が通常必要とされる次に掲げる業務に特定しなければ

ならない。 

・療養者等に提供する医療サービス及び介護サービス 

・病院、診療所、薬局、訪問看護ステーション、介護サービス事業者等との連携 

・医療機関等からの照会への回答 

・療養者の診療等にあたり外部の医師等の意見・助言を求める場合 

・家族等への病状説明、心身の状況説明 

・医療・介護サービスや業務の維持・改善のための基礎資料 

・サービス担当者会議等によるサービス事業者等との連携 

 

（２）利用目的の公表 

管理者は、個人情報を取り扱う業務の利用目的を制限して利用することについて、

「在宅医療介護連携ＩＣＴネットワーク説明書（書式３）」を用いて居宅療養者に説明を

行う。 
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（３）安全及び正確性の確保 

システム利用者は、適切な医療・介護サービスを提供するため必要な範囲において取

得した療養者の個人データについて、安全及び正確性の確保に必要な下記の事項を遵守す

る。 

・システム利用者の所属する医療機関及び介護サービス事業者等は、本システムを利用す

る者の中からシステム管理担当者を1名おき、個人情報の適切な取り扱いがなされるよう

監督する。 

・個人データの漏えい等が発生した場合、または発生の可能性が高いと判断した場合は、

Ｓ管理者に速やかに連絡し、必要な措置を講じなければならない。 

・民間事業者等に本システムの使用に係る端末機器の保守について委託する場合は、契約

において個人情報の適切な取り扱いを規定し、受託者に対して必要かつ適切な監督を行

う。 

・システム利用者の属する事業者は、その従業者及び従業者であった者との雇用契約や就

業規則、教育研修等において、個人データの取り扱いについて守秘義務を課すなど必要か

つ適切な監督を行う。 

・使用するパソコンやモバイル端末には、画面ロック等をかけるなど、盗難、紛失等の情

報漏えいを防ぐ手立てを講じる。 

・システムを起動（ログイン）する際に使用するアカウントID及びパスワードは、利用を

許可された本人以外が使用してはならない。また、ブラウザ等でのパスワードの自動保存

入力機能は利用しない。 

・システムを起動（ログイン）する際に使用するパスワードは、定期的に変更する。 

・システムに登録されている個人データは、Ｓ管理者の許可なく、無断で他の情報システ

ム等に複写してはならない。（制度上必要なカンファレンスで必要最小限程度の転記や印

刷と特定関係者内部での利用。または、事例報告で個人が特定できないように加工する場

合等を除き、以下（４）に規定する個人の同意にも配慮する。） 

 

（４）個人データの取り扱いに関する本人の同意 

システム利用者は、個人データの取り扱いに関する療養者本人の同意について、下記
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の事項を遵守する。 

・医療機関関係者が、療養者に医療サービスを提供するために必要な利用目的の範囲にお

いて、外部の医療関係事業者に個人データを提供することについては包括的な本人の黙示

による同意を得ていると判断することができるが、疾病の内容等によって、あらかじめ本

人の明確な同意を得ることが好ましい場合は書面等による本人の同意を得る。 

・介護関係事業者については、介護保険法に基づく指定基準によりサービス担当者会議等

で本人及び家族の個人データを用いる場合は、あらかじめ文書により本人及び家族の同意

を得なければならないと規定されており、これに準拠する。 

・「改訂個人情報保護法」に定められたとおり、療養者の病歴等医療介護に係る情報は、

特に「要配慮個人情報」として厳格な管理を要し、本人の同意を得ない第三者提供（オプ

トアウト）は禁止されている。（同法2条第3項） 

 

（５）本人からの求めによる保有個人データの開示 

医療・介護関係事業者は、療養者本人から、当該本人が識別される保有個人データの

開示を求められた時は、本人に対し書面の交付による方法等により、遅滞なく、当該個人

データを開示しなければならない。 

なお、Ｓ管理者または行政等管理者は、開示に必要な個人データの利用状況等を速や

かに医療・介護関係事業者に提供しなければならない。 

ただし、個人データを開示することで業務の適正な実施に著しい支障を及ぼす恐れが

ある場合など法令等に定める開示の例外に該当する場合は開示しないことができる。 

 

（６）参考情報 個人情報の保護に関する関係法令等 

●「個人情報の保護に関する法律」（平成１５年法律第５７号） 

●「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（通則編）」（平成２８年個人情

報保護委員会告示第６号。「通則ガイドライン」） 

●「個人情報の保護に関する基本方針」（平成１６年４月２日閣議決定。「基本方針」） 

●「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」（平成

２９年４月１４日（令和４年３月一部改正）） 
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５ 君津圏域多職種連携情報共有システム利用規約 

 

（目的及び定義） 

第１条 本規約は、在宅療養にある者の療養生活を支えることを目的に、多職種連携情報

共有システム（以下、本システムという）を利用する場合に遵守する事項について定める

ものです。 

２ 本規約において使用する用語の定義は、次の各号に定めるとおりとします。 

① Ｓ管理者とは、君津木更津医師会とします。 

② 行政等管理者とは、Ｓ管理者との間で、管理者としての利用申し込みと誓約を行い、

Ｓ管理者が承認した木更津市、君津市、富津市及び袖ケ浦市の行政機関又は地域包括

支援センターとします。 

③ 一般管理者とは、Ｓ管理者との間で、管理者としての利用申し込みと誓約を行い、Ｓ

管理者が承認した医療機関又は介護事業所等とします。 

④ 利用者とは、Ｓ管理者又は管理者との間で、利用者としての利用申し込みと誓約を行

い、Ｓ管理者が承認した訪問看護師、薬剤師、ケアマネジャー、ヘルパー等の医療や

介護の専門職が所属する事業所等とします。 

⑤ 利用端末とは、本システムを利用する際に接続するパソコン、タブレット、スマート

フォン等とします。 

 

（適用） 

第２条 本規約は、本システム利用に関わる一切の関係に適用されるものとします。 

 

（利用登録） 

第３条 本システムに管理者または利用者として利用を希望する者は、Ｓ管理者又は行政

等管理者の定める方法により利用を申請し、Ｓ管理者又は行政等管理者が承認の上システ

ム・アカウントを発行します。発行されたユーザーＩＤおよびパスワードは、自己の責任

において適切に管理するものとします。 

また、申請内容に変更が生じた場合は、一般管理者又は利用者はＳ管理者又は行政等
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管理者が定める方法により申請し、Ｓ管理者の承認を受けることとします。 

システムの利用を中止する場合には、一般管理者又は利用者はＳ管理者又は行政等管

理者が定める方法により申請し、Ｓ管理者又は行政等管理者はこれを承認し、システム・

アカウントを取り消すものとします。 

 

（業務情報保持） 

第４条 本システムを利用するにあたり、法令および諸規定を遵守するとともに、以下の

情報の一切をＳ管理者又は行政等管理者の許可なく開示、漏洩または使用しないこととし

ます。 

① 本システムを利用して得られた患者情報 

② 本システムのシステム仕様およびサービス仕様 

２ 離職または管理者等を辞した後も、本システムに関する一切の情報をＳ管理者又は行

政等管理者の許可なく開示、漏洩または使用しないこととします。 

 

（利用端末のセキュリティ） 

第５条 本システムの利用にあたっては、以下のとおりセキュリティ対策を実施し、安全

性の確保に努めることとします。 

① 適宜ＯＳ等のソフトウェアのアップデートを実施し、セキュリティを確保すること。

製品サポートが終了したソフトウェアは使用しないこと。 

② ウイルス対策ソフトを導入し、適宜ウィルスチェックを行うこと。また、パターンフ

ァイル（ウイルス定義ファイル）を定期的に更新し、最新の状態を保つこと。 

③ 原則、本システムの個人情報は利用端末には保存しないこと。但し、運用上必要な場

合は、ダウンロードしたファイルにパスワードを設定して管理し、処理後は直ちに情報を

削除すること。 

④ 他人に自分のユーザーアカウントを不正に利用されないよう本システムのアカウント

及びパスワードを適切に管理すること。 

 

（利用端末の管理責任） 
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第６条 紛失、盗難、コンピュータウイルスの感染、外部からの不正なアクセス等により

情報漏洩等があった場合には、一般管理者および利用者自らその責を負うものとします。 

 

（損害賠償） 

第７条 本規約に違反する行為または不正もしくは違法な行為によって、患者または患者

家族のプライバシーその他の権利を侵害するなどの損害を与えた場合には、一般管理者お

よび利用者自らの責により賠償することとします。 

 

（利用規約の変更） 

第８条 Ｓ管理者又は行政等管理者は、必要と認めるときは、その裁量により、管理者及

び利用者に対する事前の通知を行うことなく、いつでも本規約に規定する条項の変更また

は新たな条項の追加をすることがあります。 

２ 前項による本規約に規定する条項の変更後に、一般管理者及び利用者が本システムの

利用を継続したときは、管理者及び利用者は、変更又は追加後の条項に同意したものとみ

なされます。 

 

附則 

本規約は令和●年●月から施行します。 
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Ⅶ 資料 

各種様式・帳票類を掲載しました。 

コピーしてご利用いただけます。 
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君津圏域多職種情報共有システム利用申込書・誓約書（管理者用） 

 

年  月  日 

 

君津木更津医師会 代表者 様 

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市 管理者 様 

 

申請者 住所 

名称 

代表者名            印 

 

 君津圏域多職種連携情報共有システムに管理者として参加したいので、「君津圏域多職種

連携情報共有システム利用規約及びサービス提供者作成の「利用規約」に同意し、下記のと

おり、システム管理担当者及び利用職員を定め、本システムの利用を申し込みます。 

 なお、本システムを利用するにあたり、システム管理担当者及び利用職員が「君津圏域多

職種連携情報共有システム利用規約」を遵守することを誓約します。 

 

所属機関名 

(ふりがな) 

 

所属機関住所  

電話番号  FAX番号  

E-mail  

システム管理 

担当者名 
 

利用職員名  

利用職員名  

利用職員名  

備考  

 

Ｓ管理者または行政等管理者記入欄 ・アカウント名  

・初期パスワード  

 

【書式１―① 管理者作成】管理者→Ｓ管理者または行政等管理者 新規 
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君津圏域多職種情報共有システム利用変更申請書（管理者用） 

 

年  月  日 

 

君津木更津医師会 代表者 様 

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市 管理者 様 

 

申請者 住所 

名称 

代表者名            印 

 

 君津圏域多職種連携情報共有システムの管理者としての登録内容を、下記のとおり変更く

ださい。 

 なお、本システムを利用するにあたり、システム管理担当者及び利用職員が「君津圏域多

職種連携情報共有システム利用規約」を遵守することを誓約します。 

 

所属機関名 

(ふりがな) 

 

所属機関住所  

電話番号  FAX番号  

E-mail  

システム管理 

担当者名 
 

変更の内容  

変更の理由  

備考  

 

Ｓ管理者または行政等管理者記入欄 ・アカウント名  

 

  

【書式1―② 管理者作成】管理者→Ｓ管理者または行政等管理者 登録内容変更 
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君津圏域多職種情報共有システム利用中止申請書（管理者用） 

 

年  月  日 

 

君津木更津医師会 代表者 様 

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市 管理者 様 

 

申請者 住所 

名称 

代表者名            印 

 

 君津圏域多職種連携情報共有システムの管理者としての参加を、下記の理由で中止いたし

ます。 

 

所属機関名 

(ふりがな) 

 

所属機関住所  

電話番号  FAX番号  

E-mail  

システム管理 

担当者名 
 

中止の理由  

備考  

 

Ｓ管理者または行政等管理者記入欄 ・アカウント名  

 

  

【書式１－③ 管理者作成】管理者→Ｓ管理者または行政等管理者 中止 
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君津圏域多職種情報共有システム利用申込書・誓約書（利用者用） 

 

年  月  日 

 

君津木更津医師会 代表者 様 

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市 管理者 様 

 

申請者 住所 

名称 

代表者名            印 

 

 君津圏域多職種連携情報共有システムに利用者として参加したいので、「君津圏域多職種

連携情報共有システム利用規約及びサービス提供者作成の「利用規約」に同意し、下記のと

おり、システム管理担当者及び利用職員を定め、本システムの利用を申し込みます。 

 なお、本システムを利用するにあたり、システム管理担当者及び利用職員が「君津圏域多

職種連携情報共有システム利用規約」を遵守することを誓約します。 

 

所属機関名 

(ふりがな) 

 

所属機関住所  

電話番号  FAX番号  

E-mail  

システム管理 

担当者名 
 

利用職員名  

利用職員名  

利用職員名  

備考  

 

Ｓ管理者または行政等管理者記入欄 ・アカウント名  

・初期パスワード  

 

【書式２－① 利用者作成】医療関係者/職員→Ｓ管理者または行政等管理者 新規 
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君津圏域多職種情報共有システム利用変更申請書（利用者用） 

 

年  月  日 

 

君津木更津医師会 代表者 様 

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市 管理者 様 

 

申請者 住所 

名称 

代表者名            印 

 

 君津圏域多職種連携情報共有システムの利用者としての登録内容を、下記のとおり変更く

ださい。 

 なお、本システムを利用するにあたり、システム管理担当者及び利用職員が「君津圏域多

職種連携情報共有システム利用規約」を遵守することを誓約します。 

 

所属機関名 

(ふりがな) 

 

所属機関住所  

電話番号  FAX番号  

E-mail  

システム管理 

担当者名 
 

変更の内容  

変更の理由  

備考  

 

Ｓ管理者または行政等管理者記入欄 ・アカウント名  

 

  

【書式２―② 利用者作成】医療関係者/職員→Ｓ管理者または行政等管理者 登録内容変更 
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君津圏域多職種情報共有システム利用中止申請書（利用者用） 

 

年  月  日 

 

君津木更津医師会 代表者 様 

木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市 管理者 様 

 

申請者 住所 

名称 

代表者名            印 

 

 君津圏域多職種連携情報共有システムの利用者としての参加を、下記の理由で中止いたし

ます。 

 

所属機関名 

(ふりがな) 

 

所属機関住所  

電話番号  FAX番号  

E-mail  

システム管理 

担当者名 
 

中止の理由  

備考  

 

Ｓ管理者または行政等管理者記入欄 ・アカウント名  

 

  

【書式２－③ 利用者作成】医療関係者/職員→Ｓ管理者または行政等管理者 中止 
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君津圏域在宅医療介護連携ＩＣＴネットワーク説明書 
 

当機関は、在宅医療介護連携ICT ネットワークに参加しています。 

在宅医療介護連携ICT ネットワークは、インターネット回線を利用し、患者様の医療およ

び介護情報の一部をご本人様の同意のもと関わる医療・介護スタッフが共有するシステムの

ことです。 

 

【システムの目的】 

このシステムを利用することで、病院とかかりつけの医師、看護師、薬剤師、ケアマネジ

ャーやヘルパーらの連携がスムーズになり、質の高い医療及び介護の提供が可能であると考

えています。 

 

【患者様の費用負担】 

本システムの利用に関して、患者さまの費用負担はありません 

 

【個人情報の安全対策】 

患者様の情報を守る為、以下の対策を講じています 

  インターネット回線を利用していますが、暗号化を施していますので、回線上から不正

に医療/介護情報を取得することはできません 

  患者様の情報を参照できるのは、患者さんがシステムの利用同意をした場合に限ります 

  情報を閲覧する為の端末（コンピュータなど）は認証が必要であり、あらかじめ許可を

得ている特定の端末以外は情報システムに接続することはできません 

 

【システム利用を中止したい場合】 

同意後であっても在宅医療介護連携 ICT ネットワークの利用を中止したい場合には、  

患者様の意志でいつでも中止することができます。その際は、同意書を提出した施設へご相

談ください。 

中止をしてもその後の治療において患者様に不利益が生じることはありません。 

 

【相談窓口】 

ご不明な点、ご相談などありましたらかかりつけの医療機関や介護事業所へお問い合わせ

ください。 

 

作成：君津木更津医師会ほか 

事務局：木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市在宅医療・介護連携担当部局 

参考：木更津市在宅医療・介護連携推進協議会 

  

【書式３ システム説明用紙】医療機関・介護事業所等→患者様 
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君津圏域在宅医療介護連携ＩＣＴネットワーク利用および個人情報取り扱い同意書 

 

            御中 

 

システムの利用に関する事項 

本システムはネットワークを用いて患者情報を関係者間で共有し、迅速かつ正確な処置を

行う為のものです。情報共有を行う対象としては医師・看護師・介護士など様々な専門職に

なり、ネットワークを通じリアルタイムに情報を共有し、よりよい在宅ケアを提供すること

を目的に運営されています。 

 

個人情報に関する事項 

本ネットワーク内の個人情報は関連する医療機関や介護事業所などの間でよりよい在宅ケ

アの提供を目的として共有します。システム利用することによって得られた患者情報を前述

の目的以外で使用することはありません。 

 

患者記入欄 

記入年月日 年   月   日 

患者氏名 

(ふりがな) 

(氏名) 

住所 
〒 

 

電話番号  

生年月日  

緊急連絡先 
(氏名) 続柄  

(電話番号) 居住状況 同居・別居 

※代筆者 (氏名) 続柄  

 

 私は、上記システムの利用と個人情報に関する事項の説明を受け、理解しましたので同意

致します。 

同意年月日 年   月   日 

利用者署名  

 

システム同意取得事業所記入欄 

説明者 
(事業所名) 

(氏名) 

アカウント名  

  

【書式４ 患者同意書】患者様→医療機関・介護事業所等 
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Ⅷ  各 種 お 問 い 合 わ せ 先  

名称 種別 お問い合わせ先 

君津木更津医師会 Ｓ管理者 
TEL:0438-22-3511 

FAX:0438-25-3653 

木更津市中部地域包括支援センター 
行政等 

管理者 

TEL:0438-97-7818 

FAX:0438-97-7819 

木更津市西部地域包括支援センター 
行政等 

管理者 

TEL:0439-22-3422 

FAX:0438-22-5700 

木更津市南部地域包括支援センター 
行政等 

管理者 

TEL:0438-37-4811 

FAX:0438-36-1594 

木更津市北部地域包括支援センター 
行政等 

管理者 

TEL:0438-97-2561 

FAX:0438-97-2581 

木更津市富来田地域包括支援センター 
行政等 

管理者 

TEL:0438-53-8031 

FAX:0438-53-8132 

君津市地域包括支援室 
行政等 

管理者 

TEL:0439-56-1732 

FAX:0439-56-1732 

富津市介護福祉課 
行政等 

管理者 

TEL:0439-80-1300 

FAX:0439-80-1300  

富津市富津地区地域包括支援センター 
行政等 

管理者 

TEL:0439-29-6582 

FAX:0439-29-6584 

富津市大佐和地区地域包括支援 

センター 

行政等 

管理者 

TEL:0439-29-6770 

FAX:0439-65-3010 

富津市天羽地区地域包括支援センター 
行政等 

管理者 

TEL:0439-70-6150 

FAX:0439-70-6151 

袖ケ浦市高齢者支援課 

地域包括支援センター 

行政等 

管理者 

TEL:0438-62-3225 

FAX:0438-62-3165 
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編集協力 

  君津木更津医師会 

  君津木更津歯科医師会 

  君津木更津薬剤師会薬業会 

  木更津市・君津市・富津市及び袖ケ浦市ケアマネジメント研究会(ケア

マネジャー協議会) 

  木更津市・君津市・富津市及び袖ケ浦市各地区地域包括支援センター 

ほか木更津市・君津市・富津市及び袖ケ浦市内の医療・介護の実施機関 
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①日常の療養支援の場面 

医療機関、介護機関等にて、バイタルリンクを活用する(手段) 

何のために活用する？ 

【対本人】 【対家族】 【対専門職・行政 

  チームでの共有の為 

  メンタル情報の共有 

  日々の症状把握するため 

  本人が気付かない病変、変化

はないか？ 

  服薬、血圧などが把握可 

  健康管理、変化を正確に、正

直に医師に伝えられる 

  これのおかげで在宅生活をお

くることができる 

  家族、利用者が使えるか 

  生活情報の共有 

  家族情報の共有 

  本人のニーズとの差 

  日常生活において介護、看護

への不安、負担、不便さを把握 

  家族は色々言われたら迷う。

１つの事なら迷わない 

  医師に伝えにくいことを専門

家に伝えるツール 

  通院支援の負担軽減 

  言うべきことを忘れない 

  連絡の手間が省ける 

  対応スピードと質の向上 

  手間や連絡が軽減 

  サービス提供、変更などの迅

速性のため 

  多職種連携のため 

  タイムラグ削減のため 

  正確に、正直に伝えられる 

  ケアマネが全員に連絡しなく

て済む＝情報共有がしやすい 

  医師に連絡がタイムリーに 

  会議等のリモート開催などに

役立つ 

最も期待される目的は… 

  本人の療養生活を包括的に考

える 

  日々の症状変化を把握 

  より良く、より長く症状維持で

きるよう、細部まで迅速に対応で

きるため 

  (服用可否、歯科領域、医科領

域での判断、食事状況など) 

  かめなくなった、体を動かしに

くいなど 

 

  家族の意向変化 

  家族参加の促進 

  説明の理解の増進 

  日常生活における介護、看護の

不安や負担を把握 

  追加するサービスなどはない

か、判断するため 

  どのような場面で負担がかかっ

ているのかを把握 例)点滴が大

変。褥瘡ができた。段差。嚥下困

難など 

  多職種連携 

  リアルタイムでの共有 

  より長く安定した状態を、早い

対応でつなぐことができる 

  口頭での報告より、より細かく

専門性を活かして判断、処置、対

処できるため 

  行政としては、介護度を上げず、

介護医療費削減にもつながる 

  在宅サービスを提供する医療・

介護事業所数が増加する 

何のために、下線部の支援をするのか？目指すべき姿は… 

本人とご家族がどちらも、治療や介護サービス等を継続して活用し、健康管理や気持

ちの変化を専門職で共有することにより、在宅(希望する場所)で安心して暮らすこと

ができる 

(４)在宅医療・介護連携が求めれる４つの場面（日常の療養支援、入退院支援、 

急変時の対応及び看取り）での目指すべき姿の設定と今後の会議の方針について 
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②入退院支援の場面 

 

医療機関、介護機関等にて、バイタルリンクを活用する(手段) 

何のために活用する？ 

【対本人】 【対家族】 【対専門職・行政 

  患者の全体像、家族背景

の把握 

  体調と状態の確認 

  入院中の経過の確認 

  退院後の経過 

＜本人を知る為＞ 

  内服薬の確認 

  本人の支援の必要性を把

握 

  入退院時の身体の状態の

把握 

  今後に対しての不安を軽

減するため 

  情報の共有をして医師の

疎通を図る 

 

  すばやい情報共有 

  情報の共有 

  体調の変化の早期発見 

  「千葉県地域生活連携シ

ート」の活用 

 

 

最も期待される目的は… 

  入院前の患者の様子を把

握し、ＱＯＬを保てるように 

  退 院 後 の 状 態 の 経 過 確

認、把握 

  再入院の予防 

  状態低下、悪化の早期発見 

  在宅生活で留意する医

療・介護のポイントを引き

継ぐ 

  在宅でも、多職種と連携

を取っていることを説明す

ることで安心感が得られる 

  家族の介護負担の軽減を

する 

  患者、家族の安全、ＱＯ

Ｌ保持に努めるため 

  退院後の体調の経過確認

と把握 

  オンライン等による退院

前カンファレンスにより、情

報共有の敷居を下げる 

何のために、下線部の支援をするのか？目指すべき姿は… 

本人の心身状態を把握したうえで体調の変化を早期に発見し、再入院のリスクを

回避すると同時に、在宅(希望する場所)での生活を継続する 
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③急変時の対応の場面 

 

医療機関、介護機関等にて、バイタルリンクを活用する(手段) 

何のために活用する？ 

【対本人】 【対家族】 【対専門職・行政 

  血圧等バイタルサインの

異常値の共有 

  担当者が変わる 

  急変に気付いてもらえな

いことがある 

  普段から急変したときに

は周りにどう対応してほし

いか、マイライフノートに

書いておく。専門職は、バ

イタルリンクの連絡帳に本

人の言葉等を記載 

  いつでも連絡できる安心

感 

  連絡先がわかりやすい 

  担当者がわかる 

  発生した時の状況、状態

により家族がいれば対応。

しかし、独居、家族がいて

も看てもらえない高齢者が

多い 

  専門職は、バイタルリン

クの連絡帳に家族の意向等

を記載。 

  情報が早く伝わり、判断

できる 

  担当者がわかりやすい 

  包括や事業所はデイとも

24 時間体制で、訪問、近況連

絡を取るようにしている。だ

が、実際に利用者の急変に気

付かない、共有できない現状

がある 

  医師、介護事業所、救急隊

との連携 

最も期待される目的は… 

  緊急状態に気付かなけれ

ば、対応が遅れるときもあ

る。普段から、緊急時の連

絡体制を確認しておく 

  富津市要援護者地域見守

り登録票を活用し、緊急連

絡先を周囲に共有しておく 

  本人が救急状態になった

ときにどうするのか(119 番

通報するのか、自然のまま

見守るのか)予めマイライフ

ノート等に記載し、共有す

る 

  協力できる環境、体制が

整っていればよいが、人員、

対応などマンパワーが不足 

  本人や家族の意向が救急

隊にも伝わるようにするた

めにはどうするか等、専門職

と救急隊とで意見交換。 

何のために、下線部の支援をするのか？目指すべき姿は… 

医療と介護、救急(消防)が連携することにより、本人の意思を尊重したうえで、急

変時に適切の対応ができる 
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④看取りの場面 

 

医療機関、介護機関等にて、バイタルリンクを活用する(手段) 

何のために活用する？ 

【対本人】 【対家族】 【対専門職・行政 

  看取り時の治療内容の

把握 

  やすらかな死が迎えら

れるようにする 

  その時々の意向や気持

ちを聞き取り、マイライ

フノートに書いておく。

専門職は、バイタルリン

クの連絡帳に本人の言葉

等を記載 

  精神的ストレスの緩和

の為 

  専門職などが傍にい

る、その場の家族と寄り

添っているということで

安心感を与える 

  看取りに向けた心構え

を持つ 

 

  的確な情報を時系列で得られ

るため 

  視覚的情報を早く送るため 

  看取りのタイミングを正確に

把握するため 

  血圧、バイタルサインの確認 

  行政、ケースワーカーに対

し、土日等、時間外の対応可 

  現状をタイムリーに把握する

ことで行動が迅速にでき、利用

者本人、家族の希望に沿った看

取りができる 

最も期待される目的は… 

  パフォーマンスが低下

してくる状況でも、穏や

かな最期を迎えてもらい

たいため 

  在宅での看取りについ

て理解する 

 

 

  悔いの残らない看取り

をするため 

  在宅での看取りについ

て理解する 

 

  バイタルサインや患者の訴え

を経時的に見るため、定期的に

情報収集する 

  褥瘡や皮膚疾患の情報を得る

(画像の転送) 

  24 時間ルールの有効活用 

  看護職員から医師、介護職

員、ケアマネなど予後が予測し

やすくなり、悔いが残らない看

取りができるようになるため 

何のために、下線部の支援をするのか？目指すべき姿は… 

最終的に、すべての利用者がよかったと思える理想の最後を迎えられるような看

取りができるようにする 
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ケースNo 年齢 性別 病名 訪問までの日数 介護認定 進捗状況

1 90代 女性 老年期認知症 １日 要介護１

独居
長女より物忘れが激しい母親の相談。
包括と何度も訪問をする。
長女と母の間もギクシャクしている。
他の兄弟を交え支援を進める。
D.S、HH　等を利用し在宅生活を続けていいる。

2 70代 女性 アルツハイマー型 10日 要介護１

長女の休みに合わせ訪問
包括が関わっていたが、支援が進まず推進員に連絡が入り、認知症
初期集中支援チームとして関りをもつ。
隣市でもトラブルとなっていた様子で、隣市からも連絡が入る。
母親のもの忘れで長女が包括に相談。
いざ支援をしようとすると、長女がクレームを言い、支援が出来な
かった。
何度も訪問をし信頼関係を構築した。
週２よりD.Sを利用できた。

3 50代 女性
若年性

アルツハイマー
6日 要介護１

若年性アルツハイマーについての相談。
家族間が意思疎通をとれない状態。
包括と何度も訪問をした。
まだまだ本人でできることがある。
就労支援Bをすすめ、利用開始。
毎日利用できている。
推進員と認知症カフェに参加。
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ケースNo 年齢 性別 病名 訪問までの日数 介護認定 進捗状況

4 80代 女性
アルツハイマー型

認知症
6日 要介護３

本人が物忘れの自覚がありどうしたらよいのかと来庁される。
５分前に話をしたことを覚えていない。
ものとられ妄想もみられている。
毎日の生活リズムを整えるため、D.Sを毎日利用。
推進員と認知症カフェに参加。

5 80代 女性
アルツハイマー型

認知症
12日 要介護2

長女の休みに合わせ訪問
もの忘れがあり、通販の会社とトラブルになることがあった。
閉じこもりとなっている。
家族の提案は聞き入れない。
親戚の人が言っているD.Sを見学。
本人が興味をもったので、週２回利用開始。

6 70代 女性
アルツハイマー型

認知症
5日 要介護１

糖尿病の既往があるも内服忘れある。
声かけをしないと内服できない。
保清もできていない。
D.Sを認知症カフェ後に見学し、行きたいと本人の話あり。週２利用
開始。
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7 60代 男性
アルツハイマー型

認知症
７日 要介護４

５年前よりもの忘れ。
６か月前よりひどくなってきた。
妻は夫の認知症を隠そうとする。
本人はとても頑固。
時間をかけて妻に認知症状の進行について説明。本人にもD.Sの見学
をしたり色々調整をした。
半日コースのD.Sに週３回通所。

8 70代 男性
アルツハイマー型

認知症
７日 要介護１

警察より運転免許の更新にみえているが、何度説明しても理解でき
ない人がいる。一度訪問をしてほしいと相談が入る。
短期記憶障害若明。
１人で在宅生活を続けることが困難でグループホームに入居。

9 60代 男性
若年性

アルツハイマー
１日 要介護３

妻より慌てた様子でTELが入る。
最近イライラしやすい。
１人で外に出て、帰れないことがある。
仕事や日常生活において物忘れが多く、支障がみられる。
時間の失見当、短期記憶障害若明。
必要な時期に支援がはじめられるよう、色々調整をしている。

　　支援中
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10 80代 男性 受診まち 8日 申請中

次女より父のもの忘れが進行
頑固で家族の話を聞かない。
介入してほしいと推進員に相談が入る。

　　支援中

11 80代 女性 受診まち 申請中

三女より母親のものとられ妄想、しまい忘れなどみられ、どうした
らよいか相談

　　支援中
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